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“はなやか関西”「関西の食文化」シンポジウム 開催概要

日本文化の源泉
関西

“はなやか関西”「関西の食文化」シンポジウムを開催

しました。

平成２６年３月１２日（水）午後に、グランフロント大阪ナレッジキャピタルカン

ファレンスルームにおいて“はなやか関西”「関西の食文化」シンポジウムを公

益社団法人関西経済連合会主催、はなやか関西～文化首都年～２０１３「関西

の食文化」実行委員会/関西広域連合共催で開催しました(来場者151名）。
なお、本シンポジウムを近畿圏広域地方計画の主要プロジェクト「文化首都圏

プロジェクト」推進のため行っている「はなやか関西～文化首都年～」の取組の

一環として位置づけ、本実行委員会も共催しました。

本シンポジウムの目的は、「和食・日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形

文化遺産に登録され、改めて日本の食文化が世界中から注目を集める今、こ

の機会をとらえ日本食文化の源泉である「関西の食文化」を通じ、関係団体が

一丸となって“関西ブランド”として国内外に魅力を発信し、観光誘客による地

域振興につなげることです。

【開会挨拶】

【基調講演】

主催者である公益社団法人関西経済連合会副会長 寺田 千代乃 及び共催者である関西広域連合

広域観光・文化振興局長 松村明子 による挨拶で開会しました。

続いて、「関西の食文化と歴史～日本食の

源泉は関西にあり～」と題して、国立民族学

博物館名誉教授 石毛 直道氏 による基調

講演がありました。

京都、大阪、江戸の３都市の食文化の比

較を切り口に、関西の食文化を大変興味深く

語っていただきました。

寺田副会長による開会挨拶 松村局長による開会挨拶

石毛名誉教授による基調講演



【学生研究発表】

審査を通過した４校により、 「関西の食文化」をテーマとした関西の魅力発信（観光・地域づくり・健康

と食・食育等）に関する研究発表が行われました。

大阪府立大学観光産業戦略研究所客員研究員 尾家 建夫氏の司会のもと、各校それぞれに「関西

の食文化」の魅力について趣向を凝らした発表、提案がなされました。

【発表一覧】

①「龍王みそを使用した商品開発プロジェクト」追手門学院大学見山の郷商品開発プロジェクトチーム

②「なにわ伝統野菜の生理作用について」大阪市立大学大学院生活科学研究科

③「奈良の食文化２０１３」奈良県立奈良朱雀高等学校奈良朱雀ビジネス企画部

④「門真れんこんの伝承」阪南大学国際観光学部

司会の尾家客員研究員 追手門学院大学の発表

大阪市立大学大学院の発表 奈良県立奈良朱雀高等学校の発表

阪南大学の発表 会場の様子



【パネルディスカッション】

続いて、『関西ブランド「食」の魅力発信と誘客促進に向けて』と題したパネルディスカッションを行いま

した。

佛教大学社会学部教授 高田 公理氏の司会により、各パネリストが多様な視点から関西の食文化の

魅力を語り、会場は大いに盛り上がりました。

【パネリスト】

アートコーポレーション株式会社社長・公益社団法人関西経済連合会副会長 寺田千代乃氏

在京都フランス総領事 シャルランリブロソー氏

一般社団法人 全日本・食学会理事長 門上武司氏

京料理木乃婦 三代目若主人 高橋拓司氏

【閉会挨拶】

最後に、共催者であるはなやか関西～文化

首都年～２０１３「関西の食文化」実行委員会

事務局長伊藤英隆（近畿地方整備局副局長）

より閉会の挨拶があり、大盛況のうち終了とな

りました。

パネルディスカッションの会場風景 高田教授による司会

パネリストの門上氏と高橋氏パネリストの寺田氏とシャルランリ・ブロソー氏

挨拶する伊藤事務局長


